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以下の設問Ⅰ、Ⅱについて解答しなさい。 

 

【設問Ⅰ】 

「社会集団は、これを犯せば逸脱となるような規則をもうけ、それを特定の人々に適用し、彼らにアウト

サイダーのラベルを貼ることによって、逸脱を生みだすのである。この観点からすれば、逸脱とは人間の

行為の性質ではなくして、むしろ、他者によって規則と制裁とが『違反者』に適用された結果なのである」 

    

問い：上記は、H.S.ベッカーによる「ラベリング論」の説明である。学校における「非行少年」への対応に

ついて、教師がラベリング論の発想を得ることの意義はどのようなことにあると考えられるかを論じなさ

い。 

   

Becker, H. S., 1963, Outsiders: Studies In The Sociology Of Deviance, The Free Press. 

（＝1993，村上直之訳『アウトサイダーズ―ラベリング理論とはなにか』新泉社, p.17．） 

＊問題本文は著作権法上の理由から記載することができません。上記出展箇所をご確認ください。 

 

 

【設問Ⅱ】 

日本における近代学校制度に関する以下の文章を読んで、問いに答えなさい。なお、出題者が文章に中略

や下線を施している。 

 

 日本における近代学校制度は、1872（明治 5）年の学制導入に始まる。 （中略） 日本の近代化の一環

として教育がその手段として用いられたことは合理的である。それまでの出自に基づく属性本位の社会か

ら、本人の能力や努力の結果に基づく業績本位の社会に転換することによって、政府は社会自体の活性化

と対外的な競争力の強化をめざしたといえる。一方、能力のある個人にとっては、これまでの閉塞的な状

況を自らの手で打ち破る機会を手にすることを期待できるものであった。『西国立志編』（スマイルズ著、

中村正直訳）や同種の本が青年の間で読まれ、立身出世が時代のキー・ワードになっていった。 

 属性本位の社会の問題点は、業績本位の象徴である学校を社会的昇進の仕組みに組み入れることによっ

て克服されるかのように考えられる。しかし、業績はその業績が達成された瞬間に新たな属性に変化して

しまうという特徴をもつ。 

 

出典：鈴木眞理「学校による生涯学習支援」倉内史郎・鈴木眞理編著『生涯学習の基礎』学文社, 

1998,pp.116-117.（作題者によって本文を中略し、一部に下線を施した） 

＊問題本文は著作権法上の理由から記載することができません。上記出展箇所をご確認ください。 

 

問い：下線部に示された内容を踏まえながら、日本における近代学校制度の問題点ならびにそれへの対応

について論じなさい。 

 

 

 

  

研 究 科 名 科  目  名 

教育学研究科 

教育学専攻 

教育学専修 

教 育 学 



解答または解答例： 

Sample Answer(s) or Outline： 

 

問題の性質上、解答や解答例ではなく、出題の意図にて説明する。 

 

 

出題意図： 

Purpose of Question： 

 

【設問Ⅰ】 

ラベリング論の基本的な考え方を理解した上で、学校における「非行少年」への対応という具体

的場面に即して、その意義を教師の視点から論理的に考察できるかを評価する。 

 

【設問Ⅱ】 

日本における近代学校制度の成立の背景を踏まえた上で、そうしたメリトクラシーに基づいた

制度の問題点や対応策について論理的に説明できるかを評価する。 

 

 

採点のポイント： 

 

【設問Ⅰ】 

1. ラベリング論の考え方をふまえ、「逸脱行動」がどのように理解される理論であるかを適切

に押さえていること 

2. 学校における「非行少年」への教師の対応のあり方と関連づけて論じていること 

3. ラベリング論の発想を教師が得ることの意義について、生徒理解や指導・支援の観点から説

明していること 

 

【設問Ⅱ】 

   1. メリトクラシーに基づく近代学校制度の問題点を説得的に示していること 

   2. 日本の近代学校制度の問題点と対応の双方に言及していること 

 

 


